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プログラム

13：00－ 13：10

13：10－ 14：00

14：00－ 14：30

14：30－ 14：50

15：00－ 15：25

15：25－ 15：50

15：50－ 16：20

16：20－ 16：40

16：40－ 16：50

司会──上村良澄（REIC 常務理事）

開会の挨拶

岡田 義光（防災科学技術研究所 理事長）

巨大津波の先端シミュレーション

堀 宗朗（東京大学地震研究所 教授）

地域の防災力をいかに高めるか

岩田 孝仁（静岡県危機管理部 危機報道監）

今すぐ使える緊急津波避難情報

大保 直人（REIC 専務理事）

──休憩──

東日本大震災支援活動のマネジメント

山内 芳朗（東北建設協会 地域事業部長）

津波警報の改善

永井 章（気象庁地震火山部 地震津波監視課長） 

防災科学技術研究所の津波研究への取り組み

「日本海溝海底地震津波観測網の整備」

金沢 敏彦（地震・火山防災研究ユニット 

海底地震津波観測網整備推進室長）

「津波ハザード評価」

藤原 広行（社会防災システム研究領域長）

閉会の挨拶──片山 恒雄（REIC会長）

第 12 回　国土セイフティネットシンポジウム

巨大津波からどのように身を守りますか？

　　　　東日本大震災では巨大な津波の破壊力によって多くの尊い人命が奪われ、

　　　　3 年目を迎えようとする今日もなお、各地に深い爪痕を残しています。

　　　　いつかまた起こりうる津波災害に対し、私たちはいかに備えるべきか、

　　　　防災や津波研究、復興支援といった観点から探っていきます。

日時：　2013年 2月 7日 （木）　13：00～ 16：50
会場：　パシフィコ横浜　アネックスホール 205・206号室

　　　　〒 220-0012 横浜市西区みなとみらい 1-1-1

主催：　独立行政法人防災科学技術研究所

　　　　特定非営利活動法人リアルタイム地震情報利用協議会 （REIC）

後援 ： 　東京商工会議所　社団法人東北建設協会

　　　　公益財団法人地震予知総合研究振興会

定員 ： 　200名

お申し込み：　下記のいずれかのホームページよりお申し込みください。

　　　　［REIC］　http://www.real-time.jp

　　　　［震災対策技術展］　http://www.exhibitiontech.com/etec/seminar-yokohama1.html

お問い合せ： 　REIC事務局（担当：大園、大津）

　　　　電話 03-5366-2720　E-mail: reic_info@eq7realtime.org

みなとみらい線

みなとみらい駅より徒歩 5分
JR桜木町駅より徒歩 12分
横浜駅よりタクシー 10分


